
手銭家資料を活用した江戸時代の出雲文化の発掘と再生事業

一平成30年度出雲文化活用プロジェクト実施報告書－

�！斤平成3峨文化庁 「地域と共働した美術館歴史博物館創造活動支援事業」
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出
雲
文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

出
雲
大
社
の
ほ
ど
近
く、
神
迎
の
道
に
面
し
て
居
を
構
え
る
手、
銭
家
は、
江
戸
時
代
前
期

に
大
社
ヘ
移
り
住
み
酒
造
業
の
傍
ら
御
用
商
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商
売
を
営
む
と
と
も
に、
江

戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
維
新
ま
で
の
問、
長
く
大
年
寄、
御
用
宿
な
ど
を
仰
せ
付
か
つ
て
き

た。
こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
り
手
銭
家
に
は、
絵
画、
工
芸、
万
剣
万
装
具
等
の
美
術
資
料
と

生
活
用
具
等
の
民
俗
資
料、
未
整
理
の
資
料
も
含
め
た
膨
大
な
古
典
籍
と
文
書
類
が
残
さ

れ
て
い
る。

手
銭
記
念
館
は、
手
銭
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
約
五
百
点
の
美
術
資
料
を
基
に
平
成
五
年

に
開
館
し
た
私
立
美
術
館
で、
館
蔵
資
料
お
よ
び
手
銭
家
所
蔵
資
料
を
利
用
し
た
企
画
展

を
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
お
こ
な
っ
て
き
た。

ま
た、
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
と
手
銭
記
念
館
は、
平
成
十
七
年
か
ら

手
銭
家
の
蔵
書
に
関
す
る
調
査
を
継
続
し
て
お
こ
な
っ
て
お
り、
公
開
可
能
な
資
料
か
ら
順

次、
島
根
大
学
附
属
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
上
で
公
開
し
て
い
る。

こ
の
よ
う
な
展
示
と
調
査
の
過
程
で、
記
念
館
館
蔵
資
料
と
手
銭
家
に
残
さ
れ
て
い
る
大

量
の
資
料
の
い
ず
れ
も、
江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
大
社
町
に
関
す
る
様
々
な
側
面

を
詳
し
く
記
録
し
伝
え
る
貴
重
な
資
料
群
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
分
か
っ
て
き
た。

そ
こ
で
平
成
二
十
六
年、
調
査
研
究
と
資
料
の
活
用
を
よ
り一

層
す
す
め
る
た
め
に、
島

根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー、
島
根
大
学
附
属
図
書
館、
手
銭
記
念
館
が
連
携
し

て『
出
雲
文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト』
を
発
足
さ
せ
た。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は、
江
戸
時
代
の
歴
史、
社
会、
文
化
を
研
究
す
る
上
で
大
き
な
意
味

を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
様
々
な
伝
来
資
料
を
整
理
研
究・
解
読・
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、

江
戸
時
代
の
大
社
に
お
け
る
生
活
文
化
や
文
芸
活
動
な
ど
の
様
相
を
広
く
地
域
市
民
と
共

有
し、
ま
た、
大
社
町
の
町
お
こ
し
や
振
興
へ
の
新
た
な
材
料
や
付
加
価
値
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る。

初
年
度
の
平
成
二
十
六
年
度
は
「
文
化
庁
地
域
と
共
働
し
た
美
術
館・
歴
史
博
物
館
創
造

活
動
支
援
事
業」
の
助
成
を、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
二
十
九
年
度
ま
で
は
「
文
化
庁
地
域

ま
え
が
き

の
核
と
な
る
美
術
館・
歴
史
博
物
館
支
援
事
業」
の
助
成
を
受
け、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ、

他

機
関
と
の
連
携
を
目
的
と
し
た
事
業
等
を
通
じ
て、

江
戸
期
の
出
雲
地
方
に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
生
活
文
化
が
育
ま
れ
享
受
さ
れ
て
い
た
か
を、
よ
り
多
角
的
に
公
開
し
体
験

し
て
も
ら
う
試
み
に
取
り
組
ん
で
き
た。

今
年
度
（
平
成
三
十
年
度）
は、
「
地
域
と
協
働
し
た
美
術
館・
歴
史
博
物
館
創
造
活

動
支
援
事
業」
の
助
成
を
受
け、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た、

所
蔵
資
料
を
活
用
し
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
連
続
講
座、
島
根
大
学
附
属
図
書
館、
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物

館
で
の
館
外
展
示
を
引
き
続
き
お
こ
な
い、

所
蔵
資
料
か
ら
見
え
て
く
る
出
雲
の
文
化

に
つ
い
て、
よ
り
深
く、
よ
り
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
た。

ま
た、
昨
年
度
中
断
し
た
「
旧
家
ミ
ュ
l
ジ
ア
ム」
事
業
を
「
観
光
分
野
と
連
携
し
た
環

境
整
備、

情
報
発
信」
と
し
て
再
開
し、

新
た
な
広
域
連
携
事
業
の
可
能
性
を
広
げ
る
試

み
の
第一

歩
と
し
て、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
構
築
し
た。

こ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は、
島
根
県
東
部
に
あ
る
旧
家
を
母
体
と
し
た
七
つ
の
ミ
ュ
l
ジ

ア
ム
を
結
ん
で、
歴
史
面、

観
光
面
で
新
た
な
視
点
や
情
報
を
提
供
す
る
外
国
語
サ
イ
ト

で
あ
り、
七
館
が
連
携
す
る
こ
と
で
ア
ウ
ト
リ
l
チ
活
動
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
も
目
指

し
て
い
る。
「
旧
家
ミ
ュ
l
ジ
ア
ム」
事
業
と
も
関
連
し
て、

次
年
度
以
降、

実
際
に
観
光

事
業
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
企
画
の
た
め
に、
こ
れ
ま
で
お
こ
な
っ
て
き
た
料
理
再
現
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
を
活
用
し
た
「
和
食
プ
ロ
グ
ラ
ム」
の
試
作
を
お
こ
な
っ
た。

こ
れ
ま
で
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
に
お
こ
な
っ
て
き
た
蔵
書
資
料
調
査
や
資
料
解

読
は、
継
続
し
て
お
こ
な
っ
た。

ま
た、
（
公
財）
図
書
館
振
興
財
団
の
助
成
を
受
け
て、

手
銭
家
の
蔵
書
資
料
や
文
書

資
料
及
び
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
を、
ク
ラ
ウ
ド
型
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
A
D
E
A
C
か
ら
公
開
す
る
準
備
を
進
め
た。

出
雲
文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

公
益
財
団
法
人
手
銭
記
念
館

島
根
大
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー

島
根
大
学
附
属
図
書
館
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さ

の

子

さ

ん
、
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万

を

旅

す
る

i
江
戸

の
旅
事
情
1

。
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

常設
展
示
室

8
月
辺
日
（
水）
i

m
月
日
目（
月）

。
島
根
大
学
附
属
図
書
館
2
0
1
9

年
1

月
口
目（
土）
1

2
日
（
日）

右

毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
江
戸
時
代
の

料
理
を
再
現
じ

試
合
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ 。

今
回
は 、
当
館
が
所
蔵
す
る
不
味
会
の
茶
会
記
か
ら 、

冬
の
茶
懐
石
を
選 、
び
調
理
じ
ま
す 。

手
鏡
家
に
伝
来
す
る
器
も
お
楽、し
み
く
だ
さ
い判 。

。
開
催
日

2
0
1
9
年
2

月
却
日
（
水）

。
集
人ロ
時
間一
［
調
理
か
ら
の

参

加］
叩
時

［
試
食
の
み］
ロ
時
珂
分

。
開
催
場
所

大
社
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

。

参

加
費一
2
6
0
0
円（
材
料
費）

。
定
員一
調
理
叩
名
試
食
却
名
※事前の
申L
込
み
が
必
要
で
す

※
調
理
に
参
か
さ
れ
る
方
で
ご
希
望
の
方
は
包
丁
を
お
持
ち
く
だ
さ
い引

＠
料
理
指
導一
、

安
藤
登
（
日
本
料
理
登
わ）

Q 三手
A 返銭
3 ザ記
ネ桑念
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度

不
味
会
ニ
0
0
年
祭
記
念

お

殿

様

落

語

会

不
味
会
ニ
0
0
年
祭
に
ち
な
ん
だ
落
語
会 。

不
味
会
が
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
古
典
落
語

祭

「
目
黒
の
さ
ん
ま」
な
ど
の
演
目
を 、
地
元
出
身
の

年

落
語
家
の
方
々
に
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
す 。

わ

O
開
催
日
時一

旬

月
7

日（
日）
M
時
1

日
時

手
頃

コ

O
場
所・
手
鏡申岸
和
室

＼、
4

0
2

春
雨
や
落
雷 、

桂
伸
ぺ
え

駅

。
人
数 ・
約
叩
名（
ル先
着
順
事
前
予
約
不
要）

ド

O

参

か
費一
大
人
6
0
0
円

高
校
生
以
下
40
0
円

hF

主
催 ・
不
味
会
ニ
0
0
年
祭
記
念
事
業
推
進
委
員
会

a園田唱

常
設
展
示
室
コ
ー

ナ
ー

展
示

木

匠

会

i
時
を
超
え
た
価

値を
求
め
て
i

地
元
作
家
に
よ
る
共
催
企
画

前
期一

旬

月
6

日
（
土）

（）
行

月
ロ
日
（
月）

後
期一一

η

月
刊
日
（
水）

i
u

月
M
日
（
月）

な
ご

り

名
残
の
茶
会

記
念
館
所
蔵
の
茶
器
も
取
り
混
ぜ 、
点
心 、

濃
茶 、
薄
茶
を
お
楽
じ
み
い
た
だ
く

茶
会
で
す 。

。
開
催
日
時

包

月
8

臼（
土） 、
9
日（
目）
Z
S
R
令
わ
せ
下
き
い

主
催一
会
益
財
団
法
人
手
鏡
記
念
館

チ
ラ
シ
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開館時間. 9:00 -16 ：・ 30

休館日 火曜日（火曜日が祝日の場令は翌日） 12月25日一1月8目、展示替期間中

入館料 大人 600円（soo円）、高校生以下 400円（300円）※O内は 20-t 以上の団体料金
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ア
ウ
ト
リ
1

チ

《
連
続
講
座

古
典
へ
の
招
待
》

（）
源
氏
物
語
を
楽
し
む
（）

八
月
二
十
九
日
（）
十一
月
十
六
日

十
三
時
半
j
十
五
時
半

講
師

野
本

瑠
美（
島
根
大
学
法
文
学
部
准
教
授）

会
場

手
銭
家
和
室

1l
！a

－
第一
回
《
八
月
二
十
九
日》

一

一zt

『
源
氏
物
語
と
は』
j
光
源
氏
の
誕
生
1」
一

へ
川
一

参
加
者

三
十
二
名

一
治
「
i
a

・
第
二
回
《
九
月
二
十
八
日》

一
し今

寸壮一

運
命
の
人

藤
壷
の
宮

主

寸

参
加
者
三
十
八
名

t，
「
い
阪

国
第
三
回《
十
月
十
九
日》

一
ぷ
ご
一
J
ペ
一

成
長
す
る
ヒ
ロ
イ
ン

紫
の
上

γ
一
一

γ

ぺ
Z

参
加
者

三
十
八
名

雨

雲
閣
awad

－
第
四
回《
十一
月
十
六
日》

率
直田
昌
壷
忌

ヤ
伽用問

aR
岡
昌一－

一
雪
園
間
唄

栄
華
の
頂
点
ヘ
1
光
源
氏
の
達
成
1

一
鮮
慎一＼
話

TOl
a－同，世間．－
i圃

参
加
者

三
十
五
名

立
場
JApu
－
－

【
使
用
し
た
資
料】

「
｜
恥
劃
凶
画
関

『
湖
月
抄』（
北
村
季
吟
著

江
戸
時
代）

金
地
彩
色
源
氏
物
語
図
扉
風（
土
佐
派

江
戸
時
代
後
期）

開
催
日

手
銭
記
念
館
と
手
銭
家
が
所
蔵
す
る
古
典
籍、
古
筆
切、
美
術
資
料
な
ど
を
テ
キ
ス
ト

と
し
て
活
用
し、
館
蔵
資
料
の
内
容
や、
江
戸
時
代
の
大
社
に
お
け
る
文
芸
活
動
に
つ
い
て

発
信
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
た
連
続
講
座。

三
年
目
と
な
る
今
年
度
は『
源
氏
物
語』
に
関
連
す
る
資
料
を
選
ん
だ。

連
続
講
座
「
古
典
へ
の
招
待」

江
戸
時
代
後
期、
土
佐
派
に
よ
っ
て
描
か
れ

た
と
考
え
ら
れ
る「
金
地
源
氏
物
語
図
扉
風」

（
六
曲一
双）
に
は、
源
氏
前
半
生
l
光
源
氏
の

誕
生
か
ら、
須
磨
で
の
蜜
居
を
乗
り
越
え
復
帰

し、
昇
進
を
重
ね、
大
邸
宅
六
条
院
を
完
成
さ

せ
る
源
氏
の
絶
頂
期
ま
で
｜
の
中
か
ら、
六
つ

の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る。

ま
た、
『、
源
氏
物
語』
の
本
文
と
註
釈
が
併

記
さ
れ
た、
北
村
季
吟
に
よ
る
注
釈
書『
湖
月

抄』（
全
六
十
巻）
に
は、
各
所
に
他
の
註
釈
書

を
写
し
た
と
思
わ
れ
る
筆
者
不
明
の
書
き
入

れ
が
あ
る。

今
回
の
講
座
で
は

．『
湖
月
抄』
の
本
文
を
用
い、
扉
風
に
描
か
れ
た
場
面
を
中
心
に
本
文
を
読
み
進
め
る

－『
源
氏
物
語』
の
中
で
詠
ま
れ
て
い
る
和
歌
に
注
目
し、
作
者
で
あ
る
紫
式
部
の
意
図
や

技
巧
を
知
る

－
和
歌
の
や
り
と
り
か
ら、
返
歌
の
技
法
を
学、
ぶ

－『
源
氏
物
語』
の
多
面
的
な
魅
力
を
知っ
て
も
ら
う

と
い
う
こ
と
を
主
眼
に
お
き、
予
習
も
出
来
る
よ
う
毎
回、
次
回
講
座
に
該
当
す
る
湖
月
抄

の
ペ
l
ジ
と
扉
風
の
画
像
を
配
布
し
た。

4 

当
時
の
読
者
に
と
っ
て
は、
最
初
の一
文
を
読
ん
だ
だ
け
で
描
か
れ
て
い
る
時
代
や
政

治
状
況
な
ど
が、
「
O
O
天
皇
の
頃
よ
ね・・・」
と
推
測
で
き
る
よ
う
な、
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ

る
物
語
で
あ
っ
た
こ
と、
光
源
氏
l
藤
壷
｜
紫
の
上
と
い
う
構
造
は
光
源
氏
の
父・
桐
壷

帝
の
状
況
と
全
く
同
じ
で、
こ
の
よ
う
な
構
造
と
人
間
関
係
の
綾
が
幾
度
も
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
こ
と、
同
じ
よ
う
な
状
況
で
や
り
と
り
さ
れ
る
和
歌
で
も、
登
場
人
物
に
よ
っ
て
用

い
ら
れ
る
言
葉
の
選
び
方
や
表
現
に
は
っ
き
り
し
た
違
い
が
あ
り、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢、
教

養、
才
気、
気
持
ち
ま
で
も
わ
か
る
こ
と
な
ど、
紫
式
部
の
作
家
と
し
て
の
技
巧
や
技
術
の



高
さ
と
深
さ
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
解
説
し
て
い
た
だ
い
た 。

ま
た 、
贈
歌
と
返
歌
に
不
可
欠
な
要
点
や
技
法
の
説
明
か
ら
は 、
平
安
時
代
の
和
歌
が
い

か
に
高
等
な
知
的
遊
戯
で
あ
っ
た
か
が
よ
く
分
か
っ
た 。

今
回
は
ど
の
回
も
満
員
で 、
受
講
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は 、
古
典
講
座
の
継
続 、
『
源
氏
物

語』
講
座
の
継
続
を
望
む
声
が
多
か
っ
た 。

『
源
氏
物
語』
が
千
年
に
亘
り
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
き
た
の
は 、
光
源
氏
の
華
麗
な

る
恋
愛
物
語
で
あ
る
だ
け
で
な
く 、
知
的
で 、
社
会
的
で 、
複
雑
な
構
造
と
多
重
の
魅
力
を

秘
め
た
物
語
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
を 、
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か 。O

紅
旗
賀
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ア
ウ
ト
リ
l

チ

く〉参加人数（のべ） 143人
01.どのようにして今日のイベン卜 ・ワ ークショップを知りましたか？

チラシ ウェブ
、

サイト 友人から 関係者の紹介 Facebook その他
8 9 17 。 。

02.イベン卜・ワ ークショップはいかがで、したか？
とても良かった 良かった どちらともいえない 良くなかった その他

26 4 。 。

03.本日の内容は理解しやすかったで、すが？
よく理解できた おおむね理解できた どちらともいえない 一部わからなかった 理解できなかった その他

23 7 。 。 。 。

04.次回以降の講座についてご希望をお聞かせ下さい
もっと専門的な内容 おなじ程度 もっと分かりやすく その他

講座について 29 。

内容について
くずし字を読む 作品内容を深く知る 両方 その他

10 17 。

QS.感想、今後の企画についてご意見・ご提案など

く〉学生時代の授業を思い出し懐かしかった
。源氏物語を身近に感じるととが出来た
く〉物語だけでなく、登場人物の設定や関係、現実の歴史的背景まで学ぶ乙とが出来、楽しかった
O一つ一つ丁寧な説明で、分かりゃすかった
く〉小説の読み方にも色々な方法があるととを知った
〈〉源氏物語は知っているつもりだったが、奥深きゃ面白さなど新たに知るととが多く、良かった
く〉次回も期待している

5 

く〉回答枚数31枚・連続講座「古典への招待～源氏物語を楽しむ～」

連
続
講
座「
古
典へ
の
招
待」



ア
ウ
ト
リ
1
チ

《
大
社

能
を
知
る
集
い
》

能
と
狂
言
の
世
界
（）
事
始
め
か
ら
未
来
ま
で
1

十
月
八
日（
月）

十
五
時
1

十
七
時
半

安
田

登（
能
楽
師

下
掛
宝
生
流
ワ
キ
方）

奥
津

健
太
郎（
能
楽
師

和
泉
流
狂
言
方）

手
銭
記
念
館
第
二
展
示
室

二
十
八
名

開
催
日

講
師

会
場

参
加
者

現
代
で
は
高
尚
で
難
解
な
芸
能
と
思
わ
れ
が
ち
な
能
楽
を 、
江
戸
時
代
の
よ
う
に
も
っ
と

身
近
に 、
自
由
に
楽
し
む
た
め
の
入
り
口
に
な
れ
ば 、
と
い
う
趣
旨
で
行っ
て
い
る
能
楽
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ 。

昨
年
同
様 、
休
日
の
午
後
の
時
間
帯
の
ほ
う
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
と
考
え
て
日

程
を
決
め
た
が 、
当
日
は
大
社
町
を
ス
タ
ー
ト

地
点
と
す
る
駅
伝
大
会
が
あ
っ
た
た
め 、
交
通

規
制
が
お
こ
な
わ
れ 、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は

多
少
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
っ
た 。

初
め
て
の
方 、
若
い
方
な
ど
新
た
な
参
加
者

も
多
か
っ
た
の
で 、
今
回
は

能
と
狂
言
の
始
ま
り

能
面
と
狂
言
面

能・
狂
言
の
感
情
表
現
の
違
い
｜

発
声
と
所

作
と
い
っ
た
能
楽
の
基
礎
知
識
か
ら
始
ま
り 、
能

狂
言
そ
れ
ぞ
れ
の
喜
怒
哀
楽
の
所
作
や
言
葉

は 、
参
加
者
全
員
で
やっ
て
み
た 。

大
社

能
を
知
る
集
い

そ
こ
か
ら
話
は
拡
が
り 、
感
情
と
言
葉
の
関

係
や 、
御
磯
子
の
拍
子
の
取
り
方
と
気
持
ち
の

乗
り
方
の
違
い
な
ど 、
単
な
る
基
礎
知
識
に
と

ど
ま
ら
な
い 、
日
本
文
化
の
通
底
に
共
通
し
て

存
在
す
る「
日
本
的
な
も
の」
に
も
触
れ
る
よ
う

な
コ
ア
な
お
話
と
実
演
に
よっ
て 、
幅
広
く
刺
激

的
な
内
容
と
な
っ
た 。

最
後
に 、
参
加
者
を
二
つ
に
分
け
て
五
字
の

言
葉 、
七
字
の
言
葉
を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
い
た

だ
き 、
講
師
の
お
二
人
が
交
互
に
出
し
て
いっ
て

七
五
調
の
詞
に
す
る 、
と
い
う
即
興
の
謡
作
り

を
お
こ
な
い 、
そ
の
場
で
節
を
つ
け
謡
っ
て
終
了

と
なっ
た 。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
感
想
に
は 、
ほ
と
ん
ど
に
ま
ず「
楽
し
か
っ
た」
「
面
白
か
っ
た」
と
い
う
率

直
な
感
想
が
あ
り 、
続
き
を
聞
き
た
い 、
継
続
開
催
を
望
む 、
と
いっ
た
意
見
が
続
い
た 。

今
後
も 、
開
催
時
間
な
ど
を
工
夫
し
継
続
す
る
事
で 、
よ
り
多
く
の
方
達
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
事 、
か
可
能
で
あ
ろ
F

つ 。

ま
た 、
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
文
化
に
触
れ
た
い 、
プ
ロ
の
方
の
お
話
を
聞
き
た
い 、
と
い
う
感

想
も
多
か
っ
た 。

6 

即
興
の
謡
（
1）

オ
ロ
チ
退
治
す

明
日
の
朝
〈

／＼〉

稲
佐
の
浜
ヘ

楽
し
い
な

星
空
な
が
め

眠
か
っ
た

狂
言
の
ょ
に

出
雲
路
の〈
打〉

栗
の
大
福

能
楽
し

子
は
か
す
が
い
に

酒
飲
み
て

彼
岸
花
咲
く

秋
祭
り
〈

／＼〉



即
興
の
謡

い
つ
で
も
食
べ
る

面
白
お
か
し

駅
伝
日
和

我
が
身
は
悲
し

欲
し
が
り
ま
せ
ん

夕
影
の
空

舞
台
立
ち
た
い

（

2
）
 

夕
暮
れ
て

し
く
じ
っ
た

お
酒
飲
む

膝
ま
く
ら

金
太
郎

明
白
な
ら

駅
伝
の

ア
ウ
ト
リ
l

チ

大
社

能
を
知
る
集
い

く〉参加人数28人
01.どのようにして今日のイベン卜 ・ ワ ークショップを知りましたか？

チラシ ウェブ
、

サイト 友人から 関係者の紹介 Facebook その他

4 3 10 4 。 3 

02.イベン卜 ・ ワ ークショップはいかがで、したか？

とても良かった 良かった どちらともいえない 良くなかった その他

19 3 。 。 。

03.本日の内容は理解しやすかったですが？

よく理解できた おおむね理解できた どちらともいえない 一部わからなかった 理解で、きなかった その他

11 9 。 。

04.ご感想をお聞かせ下さい QS.今後どのような企画に参加したいですか

く〉一般的な話ではなく本音の話を聞く乙とが出来て楽しい く〉日本の伝統文化に関する乙と

く〉能と狂言を対比して解説され、それぞれの形や違いが良く く〉日本の良さを学べる企画

理解できた。能・狂言が乙んなに楽しいとは思わなかった く〉もう少し長時間、あるいは連続の能楽講座

く〉次回も参加したい O謡をやってみたくなった く〉プ口の話を聴く企画

く〉毎年続けて欲しい く〉生の舞台を見てみたくなった く〉茶道（茶論）に関する講座

7 

く〉回答枚数25枚能を知る集い・大社



ア
ウ
ト
リ
1
チ

《
料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

江
戸
の
料
理
再
現
》

（）
冬
か
ら
初
春
の
茶
懐
石
j

開
催
日

一
一
月
二
十
日
（
水）

十
時
j

十
四
時

安
藤
登
（
日
本
料
理

登
わ）

大
社
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

調
理

十
名

試
食

二
十
九
名

・

献
立

向
付

鮮
造
り
（一

塩）
／
い
り
酒

岩
海
苔

掘
の
蕪
蒸
し

（
※
追
加）

と
う
ふ
し
ん
じ
ょ

椎
茸
細
切

ゆ
ば

た
い
ら
ぎ
蕗
味
噌
あ
え

大
蒲
鉾

火
取
り
ワ
カ
メ

火
取
り
芋

か
く
や

指
導

会
場

参
加
者

椀蓋
盛物

ヲ｜
物

取
肴

香
の

物

わ
さ
び

江
戸
時
代
の
献
立
を
再
現
す
る
こ
と
を
通
し
て 、
日
本
料
理
な
ら
で
は
の
食
材
や
調
理
法

を
伝
え
る
事 、
伝
統
的
な
器
の
良
さ
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と 、
江
戸
の
生
活
や
文
化
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 。

不
昧
公
二
百
年
忌
に
あ
た
り 、
県
東
部
の
各
地
で
春
か
ら
秋
に
か
け
て
様
々
な
関
連
事
業

が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら 、

料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
そ
れ
ら
が
一

段
落
す
る
冬
に
行
い 、

献
立

料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は 、

所
蔵
す
る
『
大
円
庵
様
御一

代
御
茶
事
記』

（
松
江
藩
七
代
藩
主
松
平
治
郷
の
茶
会
を
記
し

た
江
戸
時
代
後
期
の
茶
会
記）
に
載
っ
て
い
る

冬
か
ら
初
春
の
会
記
か
ら
選
ぶ
こ
と
に
し
た 。

し
か
し 、
食
材
を
揃
え
る
と
い
う
点
で
も
調

理
の
手
間
と
い
う
点
で
も 、
一

回
の
茶
会
記
を

そ
の
ま
ま
再
現
す
る
こ
と
は
難
し
く 、

色
々
と

試
行
錯
誤
し
た
結
果 、
い
く
つ
か
の
献
立
か
ら

料
理
や
食
材
を
選
び一

部
ア
レ
ン
ジ
も
加
え
て

組
み
合
わ
せ
る 、
と
い
う
ち
ょ
っ
と
変
則
的
な

献
立
と
な
っ
た 。

昨
年
と
同
じ
ス
タ
ッ
フ
で 、

あ
ら
か
じ
め
調

理
の
段
取
り
も
決
め
て
準
備
を
し 、
と
ど
こ
お

り
な
く
行
え
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
が 、

今
回
は
〈
練
り
味
噌
〉
や
〈
し
ん
じ
よ
う
〉
な
ど 、

見
た
目
や
手
の
感
触
が 、
調
理
の
進
み
具
合
や
分
量
の
塩
梅
を
見
極
め
る
コ
ツ
と
な
る
場
面

が
多
か
っ
た
た
め 、
全
体
の
進
行
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り 、

う
ま
く
手
分
け
し
て
も
ら
う
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
り
し
た
の
は 、
反
省
す
べ
き
点
で
あ
る 。

試
食
の
み
の
方
達
へ
の 、

献
立
や
料
理
に
関
す
る
説
明
が
足
り
な
い
と
い
う
ご
意
見
も
い

た
だ
い
た 。

手
銭
家
伝
来
の
器
に
は 、
「
漆
器
の
良
さ
を
感
じ
た」
「
漆
器
を
使
っ
て
み
た
い」
「
器
で
料
理

が
よ
り
引
き
立
つ
こ
と
を
感
じ
た」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ 、
日
本
の
伝
統
的
な
食
と
器
の

良
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
図
が
伝
わ
っ
た
と 、

手
応
え
を
感
じ
て
い
る 。

今
回
は
初
参
加
の
方 、
市
外
か
ら
の
参
加
者
が
多
か
っ
た
が 、

例
年
と
同
じ
く
家
で
作
っ
て

み
た
い 、

活
用
し
た
い 、

次
年
度
以
降
も
継
続
し
て
欲
し
い 、
ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
感
想

が
多
か
っ
た 。

県
外
か
ら
手
銭
記
念
館
に
来
館
し
て
告
知
を
見
た
方
達
か
ら
は 、
「
参
加
し
た
い
け
れ
ど 、

残
念・
・
・」
と
い
う
言
葉
も
多
く
い
た
だ
い
た 。

こ
れ
ま
で
の
料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
再
現
し
て
き
た
献
立
を
活
用
し
た
和
食
プ
ロ
グ
ラ

8 



ム
の
準
備
を
進
め
て
い
る
が 、
そ
の
他
に
も
様
々
に
応
用
で
き
る
可
能
性
が
よ
り
見
え
て
き

た 。
来
年
度
以
降
も
継
続
す
る
べ
き
事
業
だ
と
考
え
る 。

ア
ウ
ト
リ
l

チ

料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

く〉参加人数22人
Ql.どのようにして今日のイベン卜 ・ ワ ークショップを知りましたか？

チラシ ウェブ
、

サイト 友人から 関係者の紹介 Facebook その他

4 3 10 4 。 3 

Q2.イベント・ワ ークショップはいかがで、したか？

とても良かった 良かった どちらともいえない 良くなかった その他

19 3 。 。 。

Q3.本日の内容は理解しやすかったですが？

よく理解できた おおむね理解できた どちらともいえない 一部わからなかった 理解で、きなかった その他

11 9 。 。

Q4.ご感想をお聞かせ下さい QS.今後どのような企画に参加したいですか

く〉家ではなかなかしないダシの取り方や刺身の切り方を知 く〉季節毎の懐石料理

るととが出来た く〉茶会

く〉献立に関する解説をもう少し詳しく聞きたかった く〉出雲の歴史や文化に関するとと

く〉家で、も作ってみたい

9 

く〉回答枚数22枚・料理再現ワ ークショップ



館
外
展
示

《
館
外
展
示
》

－
さ
の
子
さ
ん、

上
方
を
旅
す
る
j
江
戸
の
旅
事
情

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
広
く
公
開
す
る
こ
と 、

他
機
関
の
連
携
を
深
め
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
た 、

出
張
展
示 。

今
年
度
は 、

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館 、

島
根
大
学
附
属
図
書
館
と
も

に 、

平
成
三

十
年
初
頭
に
手
銭
記
念
館
で
開
催
し
た
企
画
展
「
出
雲
今
昔
E
」
を
基

に
し
た
展
示
を
お
こ
な
っ
た

。

〈〉

安
政
七
年
（
一

八
六
O）
三

月 、

手
銭
家
七
代
の
妻
・

さ
の
子
が
出
か
け
た
伊
勢
・

上
方
へ
の
六
十
日
に
及
ぶ
旅
に
関
わ
る
資
料
（
願
書 、

許
可
を
得
る
た
め
の
根
回
し

に
つ
い
て
の
記
載 、

行
程
表
や
旅
の
心
得 、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 、

お
土
産
な
ど
）
と 、

手
銭

家
に
宿
泊
し
た
伊
能
忠
敬
に
関
す
る
資
料 、

地
誌
や
紀
行
文
と
い
っ
た
旅
と
繋
が
る

古
典
籍
な
ど 、
『
江
戸
時
代
の
旅
』
に
関
わ
る
資
料
を
展
示
し
た

。

【
主
な
展
示
作
品
】

手
銭
さ
の
子
旅
行
関
連
資
料

高
日
記
九
番
〈
七
代
白
三
郎
妻
年
来
之
願
望
二

而
参
宮
い
た
し
候
事
〉

参
宮
大
和
巡
道
中
手
引
／
浪
花
講
定
宿
帳
／
大
和
巡
り
ひ
と
り
案
内

伊
能
忠
敬
関
連
資
料

寓
日
記
六
番
〈
天
文
方
御
役
人
御
宿
之
事
〉
／
測
量
方
引
受
用
意
書
／

御
用
留
（
文
化
二

年 、

文
化
十
一

年）

他

古
典
籍

江
戸
砂
子
／
東
国
名
勝
誌
／
都
林
泉
名
勝
図

会
／
京
都
順
覧
記
／

奥
の
ほ
そ
道
／
陸
奥
衡
／
い
そ
枕

他

他

． 

期会
問場

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
常
設
展
示
室
展
示
ケ
l

ス

八
月
二

十
二
日
｛）

十
月
十
五
日
（
入

場
者
数

不
明）

10 

－
会
場

期
間

島
根
大
学
附
属
図
書
館
企
画
室

二

O
一

九
年
一

月
十
二
日
｛）

二

十
七
日
（
入

場
者
数

二
五
三
名
）



島根大学附属図書館
（松江キャンパス） 1 F 
地域コミュニティラボ«t-c.）嶋車 GIP® C出泣語道
2019 年1 月12 日（月｝

～1 月27 目〈目｝

館
外
展
示

｜ 雪化活 …… 化 ； 
温め. �町I&.巣を公開す事ζとによって ． 江戸時代位お防毒出醤大社周辺地紙0'1,
活文化や文芸活動の緒帽を広〈地域市民と共有す奮ととをH的として． （公財〉手鰻 : 
Z己主鮪．島組文学法宜宇都山陰晴究セン・ －

． 晶侵大学問属問書館，61車模して宜ち
上げたプロジェクトです• 2014暗から．毎年文化庁の削を ．べ 〈！ τ i 畳材て司区軍司＇到臨めています．

主催： m•文化活用プ冒ジ且9ト
会掴劇団法λ・・E念館／島偉大．繍蝿．．．／島・士’瞳宜・・PIii暢究.... ，，ー

� TIL個持品製刷

M*・－闘圃・・・Eτ冒L偶畠畠柑冒

年代
10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

3 4 2 2 

居住地 松江市内 県内 県外
区分 学生 職員 その他

11 3 6 5 

来場目的 展示 図書館利用 その他
7 8 。

乙の企画展を何で 学内掲示 HP 新聞 テレビ 知人から その他
知りましたか？ 8 。 4 。

展示内容について
大変良かった｜ 良かった ｜ 普通 良くなかった｜

9 I s I 。 。

印象に残った展示 ご意見・ご感想・今後の希望
。ガイドブ

、

ツクやチラシなど現代にも通じていて興味深い く〉江戸時代の旅が具体的にわかつておもしろかった
く〉旅程の地図パネル（乙れを60日で！？） く〉会期が短くて残念。もう少し長いとよかった
く〉旅の手続きの資料（申請書）。 く〉なかなか自に出来ない品を身近で見られて感動した
く〉治療でないと旅が出来なかった点 く〉とのような地域の資料やとりくみを紹介して欲しい
く〉さの子さんの土産 く〉史料も楽しいけれど、現物が多いのがもっと見たい
く〉観光誌 く〉手銭さんの定期展示。様々なテー マで紹介してほしい
く〉寓日記 く〉女性が主役の展示

く〉来場者253人く〉回答枚数14枚

11 

・島根大学附属図書館でのアンケー ト



情
報
発
信

《
観
光
分
野
と
連
携
し
た
環
境
整
備、

情
報
発
信》

－
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
作
成

江
戸
か
ら
続
く
旧
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
保
存
展
示
し
て
い
る
出
雲
エ
リ
ア
の
美
術
館
を

海
外
お
よ
び
国
内
在
住
外
国
人
向
け
に
紹
介
す
る
英
語
ウェ
ブ
サ
イ
ト
の
制
作
を
行っ
た 。

執

筆一

島
根
大
学
法
文
学
部
教
授

小
林
准
士

公
益
財
団
法
人
手
銭
記
念
館
学
芸
員

佐
々
木
杏
里

制
作・
デ
ザ
イ
ン
一
口Oロ’
2
8
E
E
g
R
E
株
式
会
社

編

集
一

出
雲
文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

－NHnym円（同
貯
叶ONOD
門
戸
間）

文翻

訳
一
切
だω

℃FOD
問
。σ
。
ユ一ω
。
ロ

同日門町内凶門｛凶
貯
叶σNOロ
FFH】

ウェ
ブ
サ
イ
ト
口
一戸

Z
G

一
＼
＼
日N
Eロ0
5
5
2
5ω・
。
円
∞

ト
ッ
プ
画
面
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〈〉
モ
バ
イ
ル
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

IZUffiO Heritage Museums 

町噛

I 
－

Museums/Sites 

Yakumo Ho吋In
Residence 
陶糊国F閥、

About the lzumo Region 
Kabeya Sh日seikan

Museum Sak.!刷ralFa耐ly
Tanabe Museum of 

Art Tanabe Fa岡町

宣言語
Hirata Honjin 

Memorial Museum 
附掴向同ly

松9苛

e 

，、

組自由固い
ltohara Memorial 

Museum 

IZUffiO Heritage Mu則ms

e皿師”“酬明eM叫eums.刷rights畑町属1
情
報
発
信

－
ω
Z
ω
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
広
告
を
利
用
し
た
広
報

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
認
知
を
上
げ
る
た
め
に
E
S
σ
o
o
w
を
中
心
に
広
告
を

行
っ
た 。含 磁の，E術鍍手銭記念館 I Tezen Museum 

、...会’広告・＠

連続I車庫 古典への招待｛全4回｝
r源氏物I!』を楽しむ～和歓と扉風絵を手がかりに～

http:lfwww.tezenmuseum.com/news/2018/08/ 
かなの餓み方、 古典文学の康史や鑑賞のこつなどを楽しく学ぶことのできる
古典鯖穫ですC 3回目となる今年は、 館蔵の 「源氏物態解民Jや江戸時代に
書かれた源氏物騒の注釈鎗 r湖月抄』をテキストl乙、 r源氏物E喜』について
深〈広〈教えていただきます． ーもっと見る

く〉連続講座「古典への招待」

含 歳の鮒鎗手銀総念館 I Tezen Museur日んがイベントをシ工
、温館Mアしました。

広告。

［能ワ ー クショップ：能と狂曾の世界～事始めから来来まて～l

00や狂曾が大好きな方、 初めて獲する方、 どちらにも随白く楽しい、 ちょっ
と欲張りなワ クショップ。

・開催場所：手銭記念鎗｛島被県出雲市大社町2450-1) ...もっと見る

。メッセージを送信蔵の美術館手鏡記念館I Tezen Museum 
アートギャラリ ー

能を知る集い」く〉「大社

13 

官同瞭あり

月 2018/10/08
能と狂言の世界～事始めから未来まで～

蔵の美術鎗手童書記念館I Tezen Museum ·島板県出雲市

興味あり220人・参加予定6人



和
食
プ
ロ
グ
ラ
ム

－
和
食
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

手
銭
家
所
蔵
の
古
文
書
に
残
る 、
春 、
秋 、
冬（
初
春） 、
及
び
婚
礼
の
料
理
を
試
作
し
た
模
様
を

動
画 、
写
真
で
記
録
し
た 。

来
年
度
以
降 、
実
際
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施・
広
報
す
る
際
の
資
料
と
す
る 。

撮
影
二一
O一
八
年
十
月
五
日 、
二
O一
九
年
三
月
十
五
日

調
理
一
安
藤
登

協
力
一
有
限
会
社
横
庄
か
ま
ぼ
こ
店（
祝
い
蒲
鉾
提
供）

監
修一
出
雲
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員
会

撮
影一
株
式
会
社
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
一

目山N
同Z

〈〉
初
夏
の
茶
懐
石

大
円
庵
様
御一
代
御
茶
事
記（
松
平
不
昧
茶
会
記
録

手
銭
記
念
館
蔵）
よ
り

向

鯛
作
り
身

汁

尊
菜

椀
盛

竹
の
子

ま
す
の
ふ
わ
ふ
わ

引
物

若
狭
小
鯛
つ
け
や
き

【
器】

向
付

椀引
物

青
紫
蘇

い
り
酒

古
染
付
寄
向
付

朱
地
瓜
螺
銅
蒔
絵
椀

不
昧
公
好
引
重

〈〉
秋
の
茶
懐
石

大
円
庵
様
御一
代
御
茶
事
記（
松
平
不
昧
茶
会
記
録

手
銭
記
念
館
蔵）
よ
り

向

鴨
の
杉
焼

わ
さ
び

汁

蕪

か
ら
し

椀

牡
嬬
し
ん
じ
ょ

牛
芳

引
物

鯛
細
作
り
か
ら
和
え

【
器】

向
付

椀引
物

輪
柚

黄
地
四
方
向
付（
布
志
名
焼）

杉
板・
蕗
の
葉
を
敷
い
て

糸
目
見
返
秋
草
蒔
絵
椀（
四
代
小
島
漆
壷
斎）

梅
鉢
文
遠
州
好
片
木
目
縁
高（
堅
地
屋
清
兵
衛）

14 



〈〉
冬
か
ら
初
春
の
茶
懐
石

大
円
庵
様
御一

代
御
茶
事
記
（
松
平
不
昧
茶
会
記
録

向

鮮
造
り

岩
海
苔

汁

も
や
し

か
ら
し

椀

豆
腐
し
ん
じ
ょ

椎
茸
細
切

ゆ
ば

引
物

た
い
ら
ぎ
蕗
味
噌
和
え

大
蒲
鉾

取
肴

火
取
り
ワ
カ
メ

火
取
り
芋

香
物

か
く
や

柴
漬

【
器】

向
付

椀引
物

香
物

わ
さ
び

雲
龍
文
鉢

朱
地
絵
替
蒔
絵
坊
主
椀

瓜
形
手
付
平
鉢
（
永
原
雲
永）

伊
万
里
色
絵
皿

い
り
酒

手
銭
記
念
館
蔵）
よ
り

和
食
プ
ロ
グ
ラ
ム

〈〉
祝
儀
の
献
立
（
婚
礼）

手
銭
家
八
代
婚
礼
記
録
（
安
政
四
年

重
箱

一

段
目

海
苔
巻
寿
司

二
段
目

重
肴う

ど
青
和
え

祝
い
蒲
鉾

香
茸
白
和
え

三
段
目

梅
椀焼

き
鯛

白
髪
牛
若刀

【
器】

重
箱

梅
椀

皿

手
銭
記
念
館
蔵）
よ
り

ほ
う
れ
ん
草
お
ひ
た
し

椎
茸

生
愁

貝
割
れ
菜

梨
子
地
桐
唐
草
文
蒔
絵
重
箱

朱
地
梅
椀

絵
替
色
絵
皿
（
永
楽
得
全）
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《
平
成
三

十
年
度
企
画
展
》

－
堀
江
友
聾
と
上
代
英
彦

三

月
十
七
日
j
五
月
六
日

手
銭
記
念
館
企
画
展

（
十
四
点）

江
戸
時
代
後
期、

同
じ
大
東
町
に
生
ま
れ
た
二

人
の
画
家、

堀
江
友
聾
と
上
代

英
彦
の
作
品
を
展
示。

堀
江
友
聾
（
一

八
O
二

j
七一
二
）
は、

享
和
二

年、

島
根
県
大
原
郡
大
東
町
に
生

ま
れ、

後
に
外
戚
で
あ
る
広
瀬
町
の
堀
江
家
を
継
い
だ
。

松
江
で
学
ん
だ
後
京
ヘ
出

て
様
々
な
技
法
を
学
び、

郷
里
と
行
き
来
し
な
が
ら
宮
津
や
萩
な
ど
を
遊
歴。

嘉
永

五
年
（
一

八
五
二
）
、

広
瀬
藩
公
に
招
か
れ
て
藩
士
と
な
り、

画
家
と
し
て、

藩
か
ら

だ
け
で
な
く
民
聞
か
ら
も
多
く
の
依
頼
を
受
け、

沢
山
の
作
品
を
残
し
た
。

出
雲
地
方
の
画
壇
で
は
最
も
高
名
な
画
家
の
一

人
で
あ
り、

ま
た
多
く
の
門
人
も

養
成
し
て
い
る。

上
代
英
彦
（
一

八
一

九
j
九一
二）
は
文
政
二

年、

大
東
町
生
ま
れ。

十
四
歳
で
堀
江
友
聾
に
師
事
し

て
栄
伯
と
号
し
た
。

そ
の
後
京
に
上
が
り、

四

条

派
の
画
家
・

岡
本
豊
彦
の
門
下
と
な
り
英
彦
と
改

名
。

京
都
で
画
家
と
し
て
相
応
の
評
価
を
得
て
い

た
よ
う
だ
が
幕
末
に
は
郷
里
に
戻
り、

晩
年
を
郷

里
で
過
ご
し
た
。

二

人
は
共
に、

郷
土
出
身
の
画
家
と
し
て
こ
の

地
方
で
多
く
の
人
に
知
ら
れ、

そ
の
作
品
は
今
も

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

【
展
示
作
品
】

四
季
花
鳥
図
押
絵
貼
扉
風

百
花
群
鳥
図

月
下
乳
虎
図

鶴
亀
図
（
双
幅）

正
月
風
景
図
（
双
幅）

馬
猿
図以

上

堀
江
友
聾

岩
亀
図

菖
蒲
兜
図

秋
草
鶏
図

松
鷹
図
（
双
幅）

恵
比
寿
鯛
図

福
禄
寿

鍾
雄
図以

上

上
代
英
彦

初
夏
風
物
図
寄
せ
描

上
代
英
彦

他
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－
不
昧
公
が
育
ん
だ
形
と
心

五

月
十
二

日
i
七
月
三

十
日

（
五

十
三

点
）

松
江
藩
七
代
藩
主

松
平
治
郷
2
7
不
昧

一

七
五
一

1
一

八
一

八
）
の
時
代
か

ら
不
昧
公
百
年
忌
の
行
わ
れ
た
大
正
時
代
ま
で 、

約
百
年
あ
ま
り
の
聞
に
出
雲
地

方
で
作
ら
れ
た
工
芸
品
を 、

茶
道
具
を
中
心
に
展
示 。

出
雲
地
方
で
は 、

長
岡
住
右
衛
門
（
楽
山
焼）

、

土
屋
善
四
郎
芳
方 、

永
原
輿
造

（
い
ず
れ
も
布
志
名
焼）

、

小
林
知
泥
（
木
工
）

、

小
島
漆
壷
斎
（
漆
工
）
な
ど、

不
昧
公

の
薫
陶
を
受
け
た
職
人
達
の
作
品
に
始
ま
り 、

そ
の
後
も
不
昧
公
時
代
に
鍛
え
上
げ

ら
れ
た
技
術
や
作
品
を
見
る
目 、

製
作
に
対
す
る
妥
協
し
な
い
姿
勢 、
か
受
け
継
が

れ 、

明
治 、

大
正
と
時
代
が
移
り
変
わ
る
中
で
も
素
晴
ら
し
い
作
品
が
生
み
だ
さ
れ

て
き
た
事
を 、

展
示
作
品
の
数
々
か
ら
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
企
画
し
た

。

【
主
な
展
示
作
品
】

不
昧
公
坐
像

池
上
秀
畝
（
昭
和
十
四
年）

秋
野
棄

初
代
小
島
漆
壷
斎

交
祉
写
柿
香
合

土
屋
雲
善

と
と
や
茶
碗

銘
『
さ
ゾ
浪
』

出
雲
焼

一

仁
清
鷲
の
山
写
し
長
茶
入

永
原
輿
造

一

桑
細
工
寄
木
茶
箱

伝
小
林
知
泥

一

撫
で
肩
小
茶
入

長
岡
住
右
衛
門

一

色
絵
唐
子
茶
碗

長
岡
空
斎

一

布
袋
像

荒
川
嶺
雲

一

雪
月
花
煙
管

塩
津
親
次

一

石
蕗
蒔
絵
硯
箱

鶴
原
鶴
羽

黄
地
色
絵
藤
に
鯉
図・
栗
に
啄
木
鳥
図
大
花
瓶

輪
違
金
象
眼
長
火
箸

梅
木
向
月
斎

麻
の
葉
透
桑
手
付
煙
草
盆

堀
越
精
峰

灘
船
木
窯
（
布
志
名
焼）

不
昧
公
御
好
椿
香
合

不
昧
公
百
年
忌
記
念
品

草
花
十
二
ヶ
月
茶
碗

四
代
小
島
漆
壷
斎

長
岡
空
味

長
岡
空
味

な
ど

画・
須
磨
封
水
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－
万
を
飾
る
美
と
技

八
月
八
日
j
九
月
三

十
日

手
銭
記
念
館
企
画
展

（
七
十
七
点）

所
蔵
の
万
剣
二

十
四
振
り
と
掠
え、

鍔、

小
柄、

目
貫、

目
貫
を
金
具
に
転
用
し

た
煙
草
入
れ
な
ど
を
展
示。

武
士
の
魂
と
も
言
わ
れ
る
万
を
守
っ
て
い
る
掠
え
（
万
装
具）
に
は、

漆
工
、

金
工
、

木
工
な
ど
、

日
本
の
あ
ら
ゆ
る
工

芸
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い。

当
館
が
所
蔵
す
る
万
剣
類
の
多
く
に
も、

江
戸
時
代
に
あ
つ
ら
え
た
と
思
わ
れ
る

掠
え
が
伴
っ
て
お
り、

合
戦
図、

不
動
明
王
、

獅
子
舞、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り、

草
花、

故

事
な
ど、

武
張
っ
た
も
の
か
ら
滑
稽
な
も
の、

可
愛
ら
し
い
も
の
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

と
ん
だ
意
匠
が
繊
細
で
高
度
な
技
巧
に
よ
っ
て
施

さ
れ
て
い
る
。

近
年、

万
剣
人
気
が
大
変
高
ま
っ
て
い
る
が
、

江
戸
の
人
々
の
こ
だ
わ
り
と

美
意
識
に
あ
ふ
れ

た

万
装
具
の
世
界
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
企
画
し
た
。

【
主
な
展
示
作
品
】

万

銘

兼
常

万

無
銘

伝
・

末
関

掠

黒
糸
目
刻
鞘
打
万
掠

鍾

赤
銅
葡
萄
に
栗
鼠
図

縁
頭

藻
柄
子
入
道
宗
典

短
万

銘

来
園
行

掠

黒
笛
巻
塗
鞘
脇
指
掠

縁
頭
・

目
貫
・

小
柄
揃

赤
銅
魚
々
子
地
金
高
彫
龍
図

脇
指

銘

兼
氏

捺

黒
変
塗
鞘
脇
指
捺

鐸

松
に
烏
図

越
前
大
橡
源
長
常

縁
頭

蘭
図

永
寿
軒
元
行

脇
指

銘

正
宗

捺

黒
白
塗
勝
虫
図
鮫
研
出
合
口
栴

頭

獅
子
舞
図

縁

波
濡
図

目
貫

一
扇
に
金
棒

小
柄

唐
子
図

鐸

木
瓜
形
赤
銅
虫
尽
象
山欧

鐸

騰
銀
地
色
絵
鵜
飼
図

銘

一

宮
越
前
大
橡
源
長
常
花
押

小
柄

虫
尽
平
象
蔽

小
柄

肥
後
象
阪
桐
唐
草
図

目
貫

七
剣
星

目
貫

芥
子
に
鼠

獅
子
牡
丹
図
金
具
揃
い

平
田
春
就

印
寵

桜
山
水
蒔
絵
印
寵
銘

梶
川
作

根
付

橘
中
の
楽

更
紗
地
煙
草
入
・
煙
管
筒

金
具
一

布
袋

木
綿
地
煙
草
入
・
煙
管
筒

金
具
一

鶴
な
ど
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－
不
昧
公
御
流
儀
茶
の
湯
展

十
月
六
日
j
十
二

月
二

十
四
日

（
九
十
九
点
）

松
平
不
昧
公
は 、
三
斎
流 、

石
州
流
な
ど
を
学
ん
だ
後 、

自
ら
の
茶
の
湯
に
対
す

る
主
張
や
研
究
を
進
め 、
「
諸
流
皆
我
が
流」
と
い
う
思
い
を
自
身
の
「
茶
の
道」
と

す
る
に
至
っ
た

。

，

そ
の
作
法
は 、
「
御
流
儀」
と
し
て
受
け
継
が
れ 、

明
治
時
代
以
降
も
「
不
昧
流」
と

し
て
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
る 。

今
回
の
展
示
で
は 、

不
昧
流
の
点
前
の
置
き
合
わ
せ
や
不
昧
公
の
御
好
み
茶
器 、

不
昧
公
及
び
縁
あ
る
人
々
の
書
画
を
展
示
し 、

不
昧
公
の
茶
の
湯
を
少
し
で
も
知
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
た

。

ま
た 、

昭
和
初
期 、

熱
心
に
不
昧
流
を
学
び 、
そ
の
後
生
涯
に
亘
っ
て
茶
の
湯
に
つ

い
て
の
思
索 、

研
究
を
続
け
た
手
銭
家
十
代
白
三
郎
が
蒐
集
し
た 、

江
戸
時
代
の
茶

書
も
展
示
し
た

。

【
主
な
展
示
作
品
】

寒
山
詩

頒
古
一

百
詩

つ
る
梅
図

桂
切

独
楽
庵
記
念
の
棄

不
昧
公
御
好
張
庫
牛
香
合

規
焼
刷
毛
目
茶
碗

真
台
子
点
前
道
具
組

竹
台
子
両
貴
人
点
前
道
具
組

旅
箪
笥
薄
茶
点
前
道
具
組

草
人
木

古
織
伝

酒松松

井平平

抱治治
ー郷郷

岸

一

関

原

羊
遊
斎

長
岡
空
斎

手
銭
記
念
館
企
画
展

茶
道
便
蒙
集

喫
茶
養
生
記

茶
話
指
月
集

和
漢
茶
誌

茶
話
真
向
翁

木
芽
之
説

茶
道
室
蹄

茶
話
そ
れ
ぞ
れ
草

な
ど
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－
茶
の
湯
の
金
物

手
鏡
記
念
館
企
画
展

平
成
三

十
一

年
一

月
九
日
j
コ一

月
十
日
（
六
十
三
点）

茶
席
で
活
躍
す
る
表
舞
台
の
道
具
か
ら、
ひ
っ
そ
り
と
茶
席
を
支
え
る
縁
の
下
の

力
持
ち
ま
で、

茶
の
湯
で
用
い
ら
れ
る
金
物
た
ち
を
展
示。

風
炉、

釜、

釜
を
持
ち
上
げ
る
時
に
必
要
な
銀、

茶
事
の
開
始
を
知
ら
せ
る
銅
鍵、

建
水、

火
箸、

煙
管、

灰
の
扱
う
た
め
の
灰
匙、

懐
石
で
用
い
る
銚
子
な
ど、

さ
ま
ざ

ま
な
金
属
製
の
道
具
が
あ
る
こ
と、

サ
イ
ズ、

デ
ザ
イ
ン、

加
飾
な
ど、

細
部
に
ま
で

心
が
配
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
た
。

【
主
な
展
示
作
品
】

文
福
茶
釜
（
「
応
永
廿
一

年」

銘）

桐
紋
散
輪
口
釜
（
越
前
芦
屋）

出
雲
大
社
神
紋
入
万
代
屋
釜
（
大
西
浄
長

唐
物
写
鈎
付
鍋
釜
（
名
越
弥
五
郎）

唐
金
花
形
風
炉

欄
干
風
炉

栄
螺
蓋
置

赤
銅
切
炭
香
合
（
塩
津
正
寿）

唐
金

馬
盟
水
指

餌
番
建
水
（
中
川
浄
益
）

随
流
斎
好
銅
水
注
（
中
川
浄
益
）

銅
鍵

黄
銅
十
二

支
嫡
鍋
（
金
屋
五
郎
三
郎
）

真
ノ
火
箸
（
梅
木
向
月
斎
）

不
昧
公
好
長
火
箸

鉄
丸
釜
弦
（
下
問
庄
兵
衛）

利
休
形
釜
釣
鎖
（
中
川
浄
益
）

昭
和
十
年）

銭
石
目
録
（
大
西
浄
雪）

不
昧
公
好
煙
管

銅
掛
花
入

古
銅
鶴
首
花
入

な
ど
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t百
平
成
三
十
年
度
度
事
業
に
つ
い
て
総
括
す
る。

手
銭
家
所
蔵
資
料
を
活
用
し
た
ア
ウ
ト
リ
I
チ
事
業
と
し
て、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ、
連
続
講

座、
館
外
展
示
を
お
こ
な
っ
た。

今
年
度
の
「
古
典
へ
の
招
待」
は、

例
年
に
増
し
て
参
加
者
か
ら
の
反
響
も
大
き
く、
継
続

を
望
む
声
を
多
く
い
た
だ
い
た。
こ
れ
は、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
選
ん
だ
『
源
氏
物
語』
の
人
気
も

あ
る
と
思
わ
れ
る。

次
年
度、
何
を
テ
キ
ス
ト
に
選
ぶ
か
が
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が、
継
続
し
て
お
こ
な

う
事
で
内
容
が
充
実
し
て
き
た
と
も
言
え
る
の
で、
来
年
度
も
是
非
お
こ
な
い
た
い。

二
O一

八
年
は、
松
江
藩
七
代
藩
主

松
平
治
郷
（
号・
不
昧）
の
没
後
二
百
年
に
あ
た
り、

手
銭
記
念
館
で
も
松
江
市
の
不
昧
公
二
百
年
祭
実
行
委
員
会
と
連
携
し
て、
い
く
つ
か
の
企

画
展
を
開
催
し
た。
そ
の
効
果
と
し
て、
県
内
外
各
地
か
ら
の
来
館
者
、

か
多
く、
そ
の
お
り
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
イ
ベ
ン
ト
を
知
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方、
か
増
え
た。

ま
た、

今
年
度
は
S
N
S
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
告
知
を
行
っ
た
こ
と
で、
遠
方
の
方
に
よ
る
サ

イ
ト
を
経
由
し
た
参
加
申
し
込
み
も
多
く、
「
大
社

能
を
知
る
集
い」、
「
料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ」
は、
ど
ち
ら
も
出
雲
市
以
外
か
ら
の
参
加
者
、

か
半
数
近
く
に
な
っ
た。

今
年
度
は、
「
和
食
プ
ロ
グ
ラ
ム」
を
立
ち
上
げ
る
準
備
を
進
め、
こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ

た
献
立
を
活
用
し
て
料
理
の
試
作
を
お
こ
な
っ
た
が、
こ
の
よ
う
に、
「
料
理
再
現
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ」
は
今
後、
よ
り
内
容
を
充
実
さ
せ、
よ
り
多
く
の
参
加
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
形
を
考

え
な
が
ら、
自
主
事
業
と
し
て
成
り
立
つ
方
向
ヘ
進
め
て
い
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

来
年
以
降
も、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
継
続
し
つ
つ、
よ
り
多
様
な
展
開
を
考
え
た
い。

「
大
社

能
を
知
る
集
い」
は
昨
年
同
様、
開
始
日
時
を
休
日
の
午
後
に
設
定
す
る
こ
と
で、

参
加
者
の
年
齢
層
も
地
域
も
広
が
っ
た。

「
楽
し
か
っ
た」、
「
連
続
講
座
を
し
て
ほ
し
い」
と
い
う
感
想
が
多
い
の
で、
参
加
者
を
増
や

す
こ
と
が
出
来
れ
ば、
自
主
事
業
と
し
て
お
こ
な
え
る
可
能
性
は
高
い
の
で
は
な
い
か。

ど
ち
ら
も、

新
た
な
参
加
者
か
ら
「
知
ら
な
か
っ
た」
「
も
っ
と
前
に
知
っ
て
い
た
な
ら、
参

加
し
た
か
っ
た」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た。
不
昧
公
二
百
年
祭
と
S
N
S
に
よ
る
広
報

の
お
か
げ
で、
か
な
り
知
名
度
は
広
が
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で、
こ
の
効
果
を
引
き
続
き

総
括

持
続
さ
せ
る
よ
う
な
広
報
活
動
の
工
夫
を
続
け
て
い
く。

ア
ウ
ト
リ
I
チ
事
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は、
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
文
化
に
触
れ
た
い、
プ
ロ
の

方
の
お
話
を
聞
き
た
い、
と
い
う
感
想
も
多
い。

江
戸
時
代
の
大
社
で
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
様
々
な
芸
能
や
文
芸
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し、

そ
れ
ら
の
専
門
家
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
演
会
を
開
催
す
る
と
い
っ
た、
新
た
な
展
開

も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館、
島
根
大
学
附
属
図
書
館
で
お
こ
な
う
館
外
展
示
も

継
続
し
て
お
こ
な
っ
た。
こ
の
展
示
に
よ
っ
て、
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
や
島
根
大

学
の
関
係
者
が
手
銭
家
所
蔵
資
料
に
興
味
を
持
ち、

調
査
や
企
画
に
活
用
す
る
と
い
う
事

例
も
あ
り、
他
機
関
と
の
連
携
の
拡
が
り
を
実
感
し
た。

こ
れ
ま
で
大
社
町
内
す
べ
て
の
小
学
校
で
お
こ
な
つ
っ
て
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
能
と
狂

言
を
体
験
し
て
み
よ
う
！」
は、

今
年
度
は
諸
般
の
事
情
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
か
ら
外

さ
ざ
る
を
得
な
く
な
り、
い
ろ
い
ろ
調
整
し
た
結
果、
島
根
県
民
会
館
に
お
願
い
し
て
お
こ
な

っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た。
各
学
校
か
ら
出
来
れ
ば
継
続
し
て
ほ
し
い
と
い
う
強
い
希

望
が
あ
り、
来
年
度
は、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
催
で
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る。

平
成
二
十
九
年
度
は
中
断
し
た
「
江
戸
時
代
か
ら
続
く
松
江
藩
を
支
え
た
旧
家
ミ
ュ
l
ジ

ア
ム
の
国
際
発
信
の
た
め
の
環
境
整
備
事
業」
は、

今
年
度、
「
観
光
分
野
と
連
携
し
た
環
境

整
備、
情
報
発
信」
と
し
て
再
開
し
た。

今
年
度
は、
七
つ
の
旧
家
ミ
ュ
l
ジ
ア
ム
を
結
ん
で
歴
史、
観
光
の
両
面
で
新
た
な
視
点
を

提
供
す
る
外
国
語
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
た
ち
あ
げ
た。
来
年
度
は、

英
語
以
外
の
言
語
の
追
加、

連
携
し
た
観
光
事
業
な
ど
も
企
画、
実
行
し
な
が
ら
内
容
を
充
実
さ
せ
た
い
を
考
え
て
い
る。

所
蔵
資
料
に
つ
い
て
は、
今
年
度
も
個
別
の
活
動
と
し
て
調
査
研
究
を
続
け
た。

文
芸
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
各
資
料
の
解
読、

翻
刻、

研
究
も
蓄
積
さ
れ
て
お
り、
こ
れ
ら

の
成
果
を
発
信
し
て
い
く
た
め
に、
（
公
財）
図
書
館
振
興
財
団
の
助
成
事
業
と
し
て、
手
銭

家
の
蔵
書
資
料
や
文
書
資
料
及
び
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
を、
ク
ラ
ウ
ド
型
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
A
D
E

A

C

か
ら
公
開
し
た。

そ
の
他
の
文
書
資
料
に
つ
い
て
も、
調
査
研
究
と
平
行
し
て
資
料
の
整
理
を
進
め、
よ
り
効

率
よ
く
活
用
し
て
い
く
た
め
の
環
境
を
早
く
整
え
る
必
要
を
強
く
感
じ
て
い
る。
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手
銭
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主催：出雲文化活用プロジ
、

工クト

公益財団法人手銭記念館

島根大学法文学部山陰研究センタ ー

島根大学附属図書館

助成：平成30年度文化庁地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業




